
無
責
任
で
許
さ
れ

ぬ
都
構
想
再
挑
戦

　

瀬
戸
氏
は
、
橋
下
氏
ら
が

大
阪
維
新
の
会
を
母
体
と
し

た
国
政
政
党
を
つ
く
り
、
ダ

ブ
ル
選
で
は
「
大
阪
都
」
構

想
を
再
び
公
約
に
掲
げ
よ
う

と
し
て
い
る
問
題
に
言
及
。

戦
争
法
案
へ
の
反
対
世
論
が

大
き
く
な
る
中
で
、
維
新
の

党
を
丸
ご
と
安
倍
政
権
の
側

に
付
け
る
こ
と
に
失
敗
し
た

橋
下
氏
が
、
党
を
割
っ
て
、

よ
り
安
倍
政
権
に
近
い
政
党

を
立
ち
上
げ
る
狙
い
が
あ
る

と
語
り
、「
大
阪
市
長
選
を

国
政
へ
の
踏
み
台
に
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
「
大
阪
都
」
構
想

は
５
月
の
住
民
投
票
で
否
決

さ
れ
、
橋
下
氏
自
身
が
「
僕

　

議
会
は
前
半（
10
月
23
日

ま
で
）に
２
０
１
４
年
度
の

公
営
・
準
公
営
会
計
決
算
を

審
議
し
、
大
阪
市
長
選（
11

月
８
日
告
示
・
22
日
投
開

票
）を
は
さ
ん
で
、
後
半（
11

月
24
日
か
ら
２
０
１
６
年
１

月
15
日
）は
同
年
度
の
一
般

会
計
決
算
を
審
議
し
ま
す
。

市
営
交
通
や
幼
稚

園
民
営
化
を
狙
う

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
瀬
戸
団

長
は
、
前
半
の
議
会
は
橋
下

徹
市
長（
大
阪
維
新
の
会
代

に
す
が
り
つ
く
た
め
だ
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
、
橋
下
・
維
新

の
会
が
「
大
阪
会
議
」
な
ど

を
維
新
の
会
の
た
め
に
利
用

し
、
府
立
大
学
と
大
阪
市
立

大
学
と
の
統
合
な
ど
の
案
件

を
無
理
や
り
持
ち
出
そ
う
と

す
る
な
ど
、
彼
ら
が
大
阪
市

政
と
議
会
を
私
物
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し

ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
「
統
治
機
構
改

革
」
な
ど
「
形
を
問
う
土

俵
」
に
引
き
ず
り
込
も
う
と

す
る
橋
下
氏
ら
の
企
て
を
許

さ
ず
、「
変
え
る
べ
き
は
市

政
の
中
身
」
の
声
と
運
動
を

大
き
く
広
げ
、「
住
民
投
票

で
の
連
帯
を
つ
く
り
出
し
た

住
民
の
力
で
『
反
維
新
』
の

結
束
を
確
か
な
も
の
に
し
、

維
新
政
治
を
退
場
さ
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

が
間
違
っ
て
い
た
の
か
な
」

と
発
言
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
ど
う
間
違
っ
て

い
た
の
か
何
も
語
ら
ず
、

『
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す

る
』
と
だ
け
言
っ
て
再
挑
戦

す
る
の
は
、
ま
っ
た
く
無
責

任
で
、
許
さ
れ
な
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

大
阪
市
と
議
会
を

私
物
化
す
る
策
動

　

山
中
智
子
幹
事
長
が
大
阪

市
政
を
め
ぐ
る
情
勢
や
維
新

の
会
の
動
き
に
つ
い
て
報

告
。
橋
下
氏
が
「
大
阪
戦
略

調
整
会
議（
大
阪
会
議
）」
に

混
乱
を
持
ち
込
み
、
維
新
の

党
の
分
裂
、
ダ
ブ
ル
選
を
め

ぐ
っ
て
発
言
を
こ
ろ
こ
ろ
変

え
て
き
た
の
は
、「
維
新
の

会
に
と
っ
て
『
大
阪
都
』
構

想
し
か
旗
印
が
な
く
、
そ
れ

表
）の
任
期
中
最
後
の
議
会

だ
と
指
摘
。
市
営
地
下
鉄
・

市
バ
ス
を
民
営
化
す
る
た
め

の
手
続
き
条
例
案
や
９
つ
の

市
立
幼
稚
園
を
廃
止
・
民
営

化
す
る
条
例
案
が
提
案
さ

れ
、
大
学
・
港
湾
・
工
業
研

究
所
・
環
境
科
学
研
究
所
の

統
合
案
件
ま
で
出
す
動
き
が

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団 
決
算
議
会
前
に
懇
談
会

国
政
政
党
で
よ
り
政
権
寄
り
に

大
阪
市
政
を
変
え
て

維
新
政
治
の
退
場
を

　

９
月
25
日
に
開
会
す
る
大
阪
市
議
会
を
前
に
、
日
本
共
産
党
大
阪
市
議
会
議
員

団（
瀬
戸
一
正
団
長
）が
４
日
、
大
阪
市
役
所
内
で
市
民
団
体
な
ど
と
の
懇
談
会
を

開
き
、
約
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団

が
開
い
た
懇
談
会
＝
４

日
、
大
阪
市
役
所
内

　

懇
談
会
で
は
奈
良
女
子
大

学
の
中
山
徹
教
授（
大
阪
自

治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
）

が
講
演
し
ま
し
た
。

　

中
山
氏
は
、「
大
阪
都
」

構
想
は
、
大
阪
市
を
消
滅
さ

せ
て
権
限
・
財
源
を
府
に
吸

い
上
げ
、
カ
ジ
ノ
誘
致
や
大

型
公
共
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
狙
い
で
、
そ
の
実
態
が
市

民
に
知
ら
れ
る
中
で
住
民
投

票
で
否
決
さ
れ
た
と
指
摘
。

同
時
に
橋
下
・
維
新
の
会

が
、「
選
挙
で
勝
て
ば
何
で

も
で
き
る
」
と
い
う
異
常
な

民
主
主
義
観
に
立
ち
、
大
阪

市
の
存
廃
と
い
う
重
大
問
題

を
、
短
期
間
に
正
確
な
情
報

も
な
い
中
で
市
民
に
決
め
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
批
判

し
ま
し
た
。

　

中
山
氏
は
、
橋
下
・
維
新

の
会
に
よ
る
市
民
分
断
を
乗

り
越
え
、
住
民
投
票
で
自
民

党
か
ら
日
本
共
産
党
ま
で
幅

広
い
共
闘
が
成
立
し
た
背
景

に
は
、
極
端
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
切
り
捨
て
な
ど
、
新
自
由

主
義
的
「
改
革
」
に
反
対
し

た
市
民
レ
ベ
ル
の
共
同
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

中
山
氏
は
、「
新
た
に
誕

生
し
た
共
闘
を
一
過
性
の
も

の
に
せ
ず
、
新
自
由
主
義
か

ら
地
域
を
守
り
、
市
民
生
活

と
地
域
経
済
を
好
転
さ
せ
る

持
続
的
な
共
同
に
発
展
さ

せ
、
そ
こ
に
立
脚
し
た
自
治

体
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

一
点
共
闘
か
ら
新
た
な
自
治
体
建
設
へ

中
山
徹
奈
良
女
子
大
教
授
が
講
演

shikai
テキストボックス
(大阪民主新報・2015年9月13日付)



